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このサバイバル講習を受けたら
災害時、本当に生き残れるんですか？

そんなわけないですよ

よくいただく疑問にお答えします

これだけ知ってたら大丈夫などという魔法のツールなん
てあるわけがないんです。
災害時だけじゃなく、何か困った問題が起こった時に
必要なのは、的確に判断して行動する問題解決能力では
ないでしょうか。

本当の「備え」とは何か
そして２の手、３の手になる引き出しを用意しておくため
には、有事の前に体験を通して学んで考えておくことが重
要です。それが本当の備えというものではないでしょうか。
まだまだ世の中には、適当に備蓄品を備えていて、これ
だけ用意してたら何とかなるでしょうという思考停止状態
になっている人が多いように思えます。

自分を守り、人を助けられる人になるために、今の自分
に何が足りていなくて、何を学べばいいのかを、子どもたち
が自発的に考えるためのサポートをしていくことが、当協
会の最大の役割だと思っています。

プロフィール

便利なものが使えなくなったとしても
問題解決能力を養うには自分の引き出しをまず増やさ
ないといけません。
それが災害時で言うと、ライフラインが止まって、普段当
たり前に使っている便利なものが使えなくなったとしても、
何とか工夫して生き抜くための引き出しです。サバイバル
マスター講習はその基礎を身につけるためのものです。

試してみないとわからない
スキルだけではありません。例えばウォーター講習は、
ネットでよく見られるペットボトルろ過装置を作ってみよう
という体験学習です。ネットで見てるだけでは簡単に飲め
る水が作れるような感覚になる人もいるのではないでしょ
うか。だけど、作って試してみたら、あれ？飲めそうにない
ぞ、ということにもなるかもしれません。
そんな体験の中で、やったことないけど出来ると思って
たことも、試してみないと本当のことはわからないというこ
とに気付いてほしいのです。（この裏のねらいは子どもたち
にはバレてほしくないですが（笑））

自然災害時に
必要なのは
サバイバル術
だけじゃない



災害発生後72時間
生き抜く力を子どもたちに

いつ起こるか分からない災害、

そのとき子どもたちのそばに大人がいるとは限りません。

災害発生後72時間を超えると、

生存率は大幅に下がると言われています。

周りに大人がいない状況でも、

子どもがみずから生き抜けるために必要なのは、

知識とスキル、そしてマインドです。

「72時間サバイバル教育」は、

これらを身につけるプログラムです。
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私たちが実施する
教育プログラムの特徴
災害時に自分を守る（自助）
他人を助ける（共助）を身につけるプログラム

プログラムを受けて終わりではなく、
自分の地域において、また自分自身のスキルとして
足りていないことは何かを考え、
子どもたちが継続して学習していくサポートをしていきます。

小学生から参加できる
プログラム1

プログラムごとに講習を受けると修了証、実技・筆記試験
に合格するとワッペンがもらえます。スキルが身についてい
るか？学んだことを理解しているか？が合格の基準。８つ
のプログラムすべてのワッペンがそろうと「サバイバルマス
ター」として認定されます。

楽しみながら学び
８割以上がリピーター2

答えを教えてもらうのではなく、やってみてトライ＆エラー
から会得する体験学習プログラム。学習意欲が高まり、
８割以上の子どもたちが複数のプログラムにチャレンジし
ています。

教育機関や企業と提携し
オリジナルのプログラムを実施3

これまでに、大阪府立大学をはじめ、小学校などの教育機
関や神戸新聞社、ホテル日航関西空港などの企業と共に、
体験プログラムを実施してきました。今後もさまざまな機関
と提携を進めていきます。
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目指すのは
防災・減災のその先

そんな子どもたちが
大人の意識をも変えていくことを
目指しています

子どもたちには
生き抜く力を
大人には共育の場を

サバイバルマスターを育成する
指導者を養成

インストラクター養成
８つのプログラムを通じて
サバイバルマスターを育成

サバイバルマスター育成
さまざまなニーズに合わせた

コンテンツの提供

講演・講習

自助力を身に付けた子どもたちが、
率先して避難所を運営できることを目指します。

その過程で、 障がいを持った人や乳児を抱えたお母さん、
お年寄りの存在に気づき日常の中でさまざまな人との
共助の心が育まれます。
支えあいを知ることで、地域コミュニティーヘの意識を高めます。

もしもの災害に備えるだけでなく、
地域社会で起きているさまざまな問題や課題に意識を持ち、
行動に移せる人になる。

防災・減災のその先のために、
主に３つの取り組みを進めています。
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人の手助けができる
サバイバルマスターに

サバイバルマスター育成

全国の子どもたちにお願いです。

災害時は、大人たちだけでは対応できないことが

次々に起こります。

そんな時のために一緒に学び続けてくれませんか？

災害時に力を発揮できるように

8つのサバイバルプログラム

「サバイバルマスター」の認定

Q. 何歳から参加できますか？

小学生から講習への参加は可能です。検定は十分なス
キルと知識の会得が必要になりますので小学校3年生
以上を推奨しています。

Q. 講習会、体験会の情報はどこで得られますか？

ホームページの「イベント・講習会スケ
ジュール」をご覧ください。

Q. アウトドア経験がなくても大丈夫ですか？

はい、 未経験者の方も多数参加されています。
経験ある、なしにかかわらずご参加いただけます。

Q. どのプログラムから参加すればいいですか？

プログラムによって難易度は変わりますが、どのプログ
ラムからでもご参加は可能です。
スケジュールをご覧いただきご都合に合わせご参加く
ださい。

災害が起こった時には、大人の人たちと一緒に他の人の手助けをしたいです

初のジュニアサバイバルマスター認定者の声

よくいただくご質問

子どもが周囲の人の命を
助ける力を身につけられるように

ふかく予想をすることも大切
またちょうせんしたいです

プログラム参加者の声

http://72h.jp
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自ら考えて行動し
人を助けることが出来る人を増やしたい

インストラクター養成

子どもたちの生き抜く力を養う指導者（インストラクター）となって、
プロジェクト普及のための講習を主催したり、
講師として活躍することが可能になります。

「分からない、怖い」から
「こうすればできる、大丈夫」へ

講演・講習

行政、自治体、教育機関、企業などの
ご要望に応じてアレンジが可能です。

インストラクター制度の流れ

参加者の声

参加者の声

講演・講習の例

主催者の声

09 10



自ら考えて行動し
人を助けることが出来る人を増やしたい

インストラクター養成

子どもたちの生き抜く力を養う指導者（インストラクター）となって、
プロジェクト普及のための講習を主催したり、
講師として活躍することが可能になります。

「分からない、怖い」から
「こうすればできる、大丈夫」へ

講演・講習

行政、自治体、教育機関、企業などの
ご要望に応じてアレンジが可能です。

インストラクター制度の流れ

参加者の声

参加者の声

講演・講習の例

主催者の声

09 10



書  籍

72時間サバイバル教育協会
一般社団法人

http://72h.jp

このサバイバル講習を受けたら
災害時、本当に生き残れるんですか？

そんなわけないですよ

よくいただく疑問にお答えします

これだけ知ってたら大丈夫などという魔法のツールなん
てあるわけがないんです。
災害時だけじゃなく、何か困った問題が起こった時に
必要なのは、的確に判断して行動する問題解決能力では
ないでしょうか。

本当の「備え」とは何か
そして２の手、３の手になる引き出しを用意しておくため
には、有事の前に体験を通して学んで考えておくことが重
要です。それが本当の備えというものではないでしょうか。
まだまだ世の中には、適当に備蓄品を備えていて、これ
だけ用意してたら何とかなるでしょうという思考停止状態
になっている人が多いように思えます。

自分を守り、人を助けられる人になるために、今の自分
に何が足りていなくて、何を学べばいいのかを、子どもたち
が自発的に考えるためのサポートをしていくことが、当協
会の最大の役割だと思っています。

プロフィール

便利なものが使えなくなったとしても
問題解決能力を養うには自分の引き出しをまず増やさ
ないといけません。
それが災害時で言うと、ライフラインが止まって、普段当
たり前に使っている便利なものが使えなくなったとしても、
何とか工夫して生き抜くための引き出しです。サバイバル
マスター講習はその基礎を身につけるためのものです。

試してみないとわからない
スキルだけではありません。例えばウォーター講習は、
ネットでよく見られるペットボトルろ過装置を作ってみよう
という体験学習です。ネットで見てるだけでは簡単に飲め
る水が作れるような感覚になる人もいるのではないでしょ
うか。だけど、作って試してみたら、あれ？飲めそうにない
ぞ、ということにもなるかもしれません。
そんな体験の中で、やったことないけど出来ると思って
たことも、試してみないと本当のことはわからないというこ
とに気付いてほしいのです。（この裏のねらいは子どもたち
にはバレてほしくないですが（笑））

自然災害時に
必要なのは
サバイバル術
だけじゃない


